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女性関連施設 42 23 6 9 6 1 64
地方自治体 49 32 10 3 2 0 65
団体 11 4 3 9 5 2 28
合計 102 59 19 21 13 2 157
⑤参加者の地域等バランス 　　　　　　　　　　　　　（人）
女性 男性 合計
北海道・東北 16 3 19
関東（東京除く） 35 5 40
東京 15 1 16
甲信越 ９ 2 11
北陸・東海 22 4 26
近畿 10 2 12
中国・四国 8 3 11
九州・沖縄 20 2 22






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































５ ． 情 報 交 換 会
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講
義
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の
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２
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基
調
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演
「
男
女
共
同
参
画
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歩
み
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」
・
日
本
に
お
け
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男
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推
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と
基
礎
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識
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ぶ
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、
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備
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り
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会
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し
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」
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
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流
れ
や
基
本
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念
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び
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
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お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
学
ぶ
。
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義
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④	2015年に国連サミットで採択されたSDGs（持続可能な開発目標）が、そ
の目標の5番目に「ジェンダー平等」を掲げていることを受け、SDGs
についての理解を深めつつ、これを用いた男女共同参画推進の取組の可
能性について探る。
①について「高度で専門的」な研修をするなら前述の人事異動直後等の参
加者など一部の参加者について「新任者研修の意味合い」といった旨の記述
と矛盾するように感じられる。しかし、こじ付け的であるが女性関連施設、
地方自治体、地域の団体において、リーダー（直訳すれば「引っ張る人」）と
して、活躍が期待される職員等が参加者である。幹部でなくでも、すぐに実
践できなくとも、講義等の内容、その意味するところを十分に理解し、職務
等につなげていける方々と考えている。
対象・定員
詳細は、前述第2節のとおりであるが、簡略な言い方にすれば地域におけ
る①女性関連施設職員（50名）、②自治体職員（50名）、③団体役職員等（30名）
であるが、実際の参加者数は157名と募集定員を約30％超えて可能な限り受
け入れた。
恒常的目的
毎年行われているこの研修の恒常的な目的を要点として記せば、「男女共
同参画の基礎知識から最新の関連課題までを学び、男女共同参画推進に関わ
る企画力・実践力を身に着けること」といえる。
４　日程に沿っての講義等の概要
それぞれの講義やグループワークについてその概要、状況を簡潔に紹介す
る（講演やパネルディスカッション、分科会等の記述文量等に差があるが、字数
の制約等に影響された筆者の筆力に原因があり、特段の他意はない）。
Ⅲ　NWEC 実践報告
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なお、会館としてオーガナイズしたこのリーダー研修の各プログラム概要
については、会館ホームページに掲載されているので参照されたい。
https://www.nwec.jp/event/training/g_leader2019.html
（１）第1日目　5月22日（水）
①基調講演「男女共同参画の歩みとこれから」13:30 〜 15:00
講師：名取はにわ　	学校法人日本社会事業大学理事長、元内閣府男女共同
参画局長　　
講師の名取はにわ氏は、総理府、内閣府勤務時代に男女共同参画室長や男
女共同参画局長を務め、その勤務時代に、男女共同参画社会基本法など関係
法の立法事務や制度整備に尽力された方である。
男女共同参画社会基本法制定20年を踏まえ、日本の男女共同参画施策の
歴史的経緯、および現状について、行政官として制定に関わった体験談を交
えて解説いただいた。非常にわかりやすく基礎的な内容を網羅している。
前述のとおり、この模様は会館のHPから動画で視聴することができ、各
地での教材として推奨できるものとなっている。
②	情報提供「男女共同参画社会に向けた今日の政策課題」15:15 〜 16:45
講師：東江　赳欣　厚生労働省雇用環境・均等曲総務課企画法令係長　　
　　　高見　暁子　	文部科学省総合教育政策局男女共同参画共生社会学
習・安全課男女共同参画学習室長
　　　吉田　真晃　内閣府男女共同参画局総務課企画官　　
男女共同参画に特に関連の深い3府省の担当官からの現在の施策の説明で
あった。わかりやすい説明に定評のある担当官に依頼し、今年も好評を得ら
れた。質疑を含め30分ずつの解説だったが、担当官の都合による順番入れ
替えや資料配布があり、より参加者にはタイトに感じられたとの声もあり、
来年度の実施に生かすべきと考えている。
③	見学（希望者のみ）「女性教育情報センター・女性アーカイブセンター
展示室ツアー」
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会館には、男女共同参画に関する国内でトップクラスの情報収集機能を有
する女性教育情報センターや関係資料保存機能を行う女性アーカイブセン
ター、そしてその保存資料等を一部展示する展示室を有している。
リーダー研修の初日、2日目は、このセンター及び展示室開室時間を延長
し、合わせて会館職員が案内する見学ツアーを参加希望者に対し実施し、保
存資料・資源の活用方法、また展示手法を紹介した。
会館のアーカイブセンター展示室では、年に2回程度男女共同参画に関連
ある展示を行っている。
今回は、日本国憲法草案に男女平等理念を入れることに尽力した故ベア
テ・シロタ・ゴードン氏に関する展示の見学であった。ベアテ展の見学は、
この展示と連動させて8月末に会館で開催する男女共同参画推進フォーラム
プログラムの各地域への予告にもなった。
参加者からは、1日目の疲れた時間帯で長い見学はつらいとの意見もある
ので、情報センター紹介と展示室紹介を分離し、参加者が選択できるように
する等の工夫が考えられる。
しかし、展示室の参加者は興味深く見入っていたと報告を受けている。会
館ではこういった展示が終了後、特にパネルを貸し出す業務を行っているが、
希望者があれば会館HP　https://www.nwec.jp/event/index.htmlの「女性
アーカイブセンター展示パネル貸出」で確認され、会館の情報課に問い合わ
せ願いたい。
④情報交換会　18:30 〜 20:00（希望者のみ）
全国からの研修参加者が、ざっくばらんな情報交換ができるような場とし
て夕食を兼ねる形で希望者のみの参加だが、多くが参加いただき交流ができ
た。運営面では、途中で地域別に席替えを入れたのが好評を博した。
終了後の会館「ラウンジ（原則的に会館宿泊利用者が自由に使うことができ
る）」では、参加者が自主的に誘い合いグループを組んでの自由交流も行わ
れた。昨年はテーブルごとに設定した話し合いのテーマは、むしろ自由度を
制限するのではという反省から特に設けなかったが、参加者同士で活発な交
Ⅲ　NWEC 実践報告
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流が行われていた。
たとえば同じ程度の人口の自治体が作っている女性センター等でも、その
規模や職員数、活動内容に大きな差があることが多い。気楽な場所でお互い
の公開できる情報をざっくばらんに交換し、様々なアイデアを持ち帰ってセ
ンター事業や自治体本体への要望、提案につなげることもできるであろう。
（２）第2日目　5月23日（木）
①情報提供「会館の事業展開について」9:00 〜 10:00　
参加者に向けて会館における下記の情報提供を行った。
a	研修事業について　仁木　俊二　事業課長　
b	調査研究について　高原　幸子　研究国際室長　
c		国連女性の地位委員会（CSW63）報告　越智　方美　研究国際室専門
職員　
②	パネルディスカッション「メディアとアンコンシャスバイアス」10:15
〜 12:00
男女共同参画とメディアの関係等について、3人の有識者の方にお話しい
ただいた。
スピーカー：中村かさね　ザ・ハフィントン・ポスト・ジャパン株式会社
　　　　　　　　　　　　ハフポスト日本版ニュースエディター　	
　　　　　　山本	裕介　グーグル合同会社ブランドマーケティング
　　　　　　　　　　　	マネージャー	Womenwill	プロジェクトリーダー
コーディネーター：治部れんげ　	ジャーナリスト／東京大学大学院情報学
環客員研究員
中村氏は国際的なメディアグループであるハフィントングループのいわば
日本支部ともいえるであろうハフポスト日本版の記者で、女性活躍等を中心
に取材をしている。メディア発信の側のジェンダー視点の持ち方について話
していただいた。
山本氏は、男性の立場からテレワーク、家庭における夫婦の役割について、
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新しい先進的な働き方を行う会社とその中で働く社員として経験をもとに考
えを語っていただいた。
施策の現場を離れ、少し角度を変えた切り口で男女共同参画を考える機会
として企画したプログラムでジェンダー視点の持ち方から働き方まで、子育
て世代のメディア発信者から等身大の話が、治部氏のコーディネートでテン
ポよく繰り広げられた。「アンコンシャスバイアス」について、またそれを
払しょくする発信方法についても動画素材等によって具体的な理解が進み、
参加者の反応も非常によかった。著名なメディア現場においてもジェンダー
がリアルなテーマとなっていることに驚いた、といった感想が多く聞かれた。
③	講義「SDGsにおけるジェンダー平等の意義と位置づけ」13:00 〜 14:15
講師：田中由美子　	国立女性教育会館研究国際室客員研究員／城西国際大
学招聘教授／国連女性の地位委員会日本代表
国際的な活躍をされている田中由美子氏にSDGsの基本理念、ジェンダー
平等の位置づけと主流化の展開について解説いただいた。内容は、教育、リ
プロダクティブ・ヘルス／ライツ、女性に対する暴力、災害と多岐にわたっ
たが、充実した資料が用意されており、今後も役立つと思われた。国際的な
視点から国内施策へのつながりについての補足を求める声もあった。
④事例報告「自治体における政策の推進とSDGsの活用」14:15 〜 14:45　
報告者：稲葉	博隆　静岡市企画局企画課主幹兼地方創生推進係長
総合計画にSDGsを取り入れ、積極的な普及啓発を行っている静岡市の事
例を紹介いただいた。ジェンダー平等にフォーカスしたものがないのが残念
だったが、企画段階では他自治体にも該当事例が見当たらなかった。各政策
にどのように反映させるかについては具体例が多く示され、手法に関する情
報はふんだんに提供できた。
⑤	テーマ別分科会「５×Ｘ男女共同参画課題をSDGsで考える」15:00 〜
17:30　
「５×Ｘ」とはSDGsの「目標5：ジェンダーの平等を達成し、すべての女
性と女児のエンパワーメントを図る」への取組を拡大させよう、といった趣
Ⅲ　NWEC 実践報告
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旨のことである。今回は4テーマ（政治、教育、経済、防災）で有識者から報
告しジェンダー平等を話し合っていただいた。
Ａ：政治分野における女性の参画
　報告者：申　琪榮　一般社団法人パリテ・アカデミー共同代表／
　　　　　　　　　　お茶の水女子大学ジェンダー研究所准教授
Ｂ：学校における隠れたカリキュラム　研修の内容
　報告者：村松	泰子　公益財団法人日本女性学習財団理事長／
　　　　　　　　　　	東京学芸大学前学長・名誉教授　
Ｃ：経済分野の男女格差と性別役割分業
　報告者：高見	具広　	独立行政法人労働政策研究・研修機構　経済社会
と労働部門副主任研究員　　　　　　
Ｄ：男女共同参画の視点に立った防災
　報告者：小山内世喜子　一般社団法人男女共同参画地域みらいねっと
　　　　　　　　　　　　代表理事
（分科会ごとではなくまとめての記述とした）
これまでの参加者の動向等から関心の高いと思われる4テーマ（Ａ：政治分
野における女性の参画、Ｂ：学校における隠れたカリキュラム、Ｃ：経済分野の男女
格差と性別役割分業、Ｄ：男女共同参画の視点に立った防災）について、各専門家
による分科会を実施した。ほぼ平均した人数での受講者数が集まり、理論に
関わる講義の後、各地域での実践展開につながるワークに臨む構成とした。
「SDGsを用いた分析・課題整理を行う」という設定は難易度が高いかと
思われたが、ここまでの共通講義でジェンダー主流化について学習してきた
ことで、スムーズに受け入れられていた。
ワークの時間配分や指示の出し方などに工夫を求める参加者の声もあり、
運営手法も学習内容の一端として強い関心を持たれていることから、今後も
引き続き精錬していきたいと考えている。
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（３）第3日目　5月24日（金）
①コース別分科会「課題解決のヒントを探る」9:00 〜 11:00
　最終日は、A（センター職員）、B（自治体職員）、C（団体職員）のコース
別コース別に分科会を行った。
Ａ：女性関連施設職員コース「地域における男女共同参画データのまとめ
方〜ジェンダー統計について考える」
報告者：牧野	圭子　公益財団法人富山県女性財団事業課長
解説・ファシリテーター：斎藤	悦子　	お茶の水女子大学基幹研究院人間
科学系准教授
数値など具体的なデータが説明に求められる時代となった。「女性関連施
設コース」は全国女性会館協議会が企画・運営を担当した。ジェンダー統計
についての基礎講義に加え、実際にデータを調べて提示する形にまで作り上
げるという実践的なグループワークを行った。
ジェンダー統計はジェンダー問題を明らかにするための道具である。その
ことを踏まえ、単に性別データを用いるのではなく、性別データからわかる
男女の違いを社会的・文化的文脈を理解して提示することの重要性について、
地域や大学の研究者として活躍されている上記の方々に報告や助言をいただ
いた。
Ｂ：地方自治体職員コース「男女共同参画センターと相談事業」
　報告者：仁科あゆ美　	一般財団法人大阪府男女共同参画推進財団理事兼
本部長
「地方自治体コース」では、地域のジェンダー課題解決ツールとしての相
談事業のあり方について、大阪府男女共同参画推進財団の先進事例と知見を
もとに考えた。
　女性の抱える問題は、性別役割分業に基づいた女性観、地域・家庭の環
境など、他の社会的要因と深く関わっている。大阪府立男女共同参画・青少
年センターでは相談事業において個別相談の解決に当たるだけでなく、そこ
から見えてくる社会的要因に焦点をあて、情報・啓発等の他の機能とも連携
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させて、新たな支援事業や政策課題提言を行っている。相談事業は地域のジェ
ンダー課題や市民ニーズを見出す情報源でもある。
講義の後、参加者はグループに分かれて、地域の課題解決に向けて相談資
源をどのように生かすことができるのか、各自治体の情報を交換しながら話
し合った。
Ｃ：団体リーダーコース「持続可能な活動に向けたマネジメント」
報告者：新井	純子	合同会社のら代表社員
「団体コース」のテーマは「持続可能な活動に向けたマネジメント」であっ
た。日頃の活動で抱えている課題を出し合った後、SDGsを活用して地域課
題解決に取り組んでいる新井氏のコミュニティカフェの事例を参考に、その
解決方策や連携協働の視点についてグループワークにおいて参加者が話し
合った。
小さな行動でも地域で相互に多様な力を出し合っていくことが、SDGsの
めざす持続可能な社会づくりにつながっていく、とのお話があり、それらを
ヒントに、再びグループで各自の課題解決策について話し合い、様々な工夫
があることがわかり参加者で共有した。
②「全体会」11:15 〜 12:00
報告者：上記の各コースの報告者
コーディネーター：西山恵美子　国立女性教育会館事業課　客員研究員　
最後のまとめ的に、各コースの分科会の報告者（指導者）に登壇していた
だき、感想などを伺った。全体会では、各分科会内容が報告され、すべてを
ジェンダー視点でとらえつつ、市民のニーズを読み取って地域に合った事業
を展開する重要性を共有した。
③「閉会・アンケート記入」12:05 〜 12:15
参加者の「アンケート」は、次回以降のリーダー研修、ひいては会館の研
修について、ある意味「宝の山」であり、研修の改善、充実に資するもので
ある。
アンケート結果から参加者ご意見・ご感想等をいくつか紹介する。
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第 10 章　国立女性教育会館「地域における男女共同参画推進リーダー研修」
・	今年度採用であり、初めての参加でしたが、基調講演を始めすべての内
容が素晴らしく感銘を受けました。また参加者同士のつながりを得るこ
とができ、ネットワークづくりをすることができたので、とても有意義
なものとなりました。
・	数年ぶりに男女共同参画行政に復帰し、最新のトピックに包括的に触れ
ることができ、頭の中の整理ができた。いろんなバックグラウンドの方
（他の参加者や講師）に出会え、お話ができてよかった。
・	集中して学べて、貴重な機会になりました。仕事をしながらでは、中々
できないので、宿泊型は良いと思います。
・	SDGs、政治分野の男女共同参画、CSW63という魅力的なテーマを選ん
でおり講師の人選や内容も高いレベルのものになっており、NWECの
企画力や実践力の高さを感じた。内容も無駄なものがなく、業務に役立
つものばかりであった。座席数も十分に確保されており、落ち着いた気
持ちで研修を受けることができ様々な点でよく配慮がされていると感じ
ました。
５　今後の予定「フォローアップ」
当論の上梓後となるが、参加者から、その後の研修で得た成果の活用状況
等を伺うフォローアップを行うこととなっている。他の会館主催研修でも
フォローアップは原則的に行うこととしている。
６　おわりに
　　		―次年度に向けて―
運営（ロジスティクス）面
①募集定員　昨年度は多数の応募に応え、1人でも多くの方に参加いただ
けるよう定員を超えて参加者を受け入れたが、ワークを伴う分科会の学習環
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境として適切ではなかったとの反省があったことから、今年度は各コースに
定員を決め（女性関連施設・地方自治体：各50名、団体：30名）、計130名の枠
を順守した。実際、講義への参加度、質問・交流のしやすさ等を観察すると、
130名は定員設定としては適切と思われた。
②会場　日帰り参加者を受け入れるために共通講義の会場を講堂にした
が、「ノートがとりにくい」「イスが深くて腰が痛くなった」等の声が複数寄
せられた。講堂は収容人員のキャパシティはあるが、連続するプログラムに
は不向きである。今後も日帰り参加者を受け入れる場合は、大会議室（メイ
ン会場）＋研修室（館内放映会場、日帰り参加者用）としたい。
③動画配信の活用　参加希望者の大半は地方自治体等の初任者研修として
の位置づけであることから、各自治体等への発信の際に前述の動画のことを
積極的に紹介していくようにしたい。
プログラム内容面
次年度は、東京オリンピック・パラリンピック開催の年であり、日本全体
が明るく盛り上がる年となろう。しかし、その後に懸念される景気後退、ま
た、国際情勢、国内では一層進む少子高齢化、雇用、子育て、災害対策、財
政健全化など男女共同参画に関連する社会的諸課題も多い。
こういった課題を踏まえ、上記を振り返り、また、アンケートの再度の分
析、上記「フォローアップ」の収集・分析を通じて十分な検討を行い、少し
でも充実したリーダー研修を目指していきたいと考えている。
（にき・しゅんじ　国立女性教育会館事業課長）
